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１ はじめに ～ リニア中央新幹線の中間駅等所在地域のあり方 ～

リニア開通
の影響 劇的な移動時間の短縮

による新たな価値創造

効果

人口・企業の流出による
地域間格差の拡大

懸念

社会環境の
変化

・ 本格的な人口減少社会 ・ 東京都心一極集中の深刻化
・ ＩｏＴやＡＩの進展 ・ 第4次産業革命
・ グローバル化の進展 ・ 大規模災害リスク

地域の特色を生かした魅力ある地域づくり

「コンパクト+ネットワーク」の都市づくり

リニア駅を中心とする地域のあるべき姿
スーパー・メガリージョン形成

中間駅
自然
環境

産業

文化

大阪 名古屋 神奈川 東京

Society5.0の実現

地域の産業・自然環境・文化等を活用

三大都市圏・中間駅・各地域拠点が有機的に連携

持続可能で魅力的な地域
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東海道新幹線

横浜港

圏央道
（さがみ縦貫道路）

都市と緑に囲まれた

県央・湘南地域
(中間駅所在地域)

〇 JAXA 

神奈川県駅

１ はじめに ～ 神奈川県の中間駅所在地域の特徴 ～

新東名高速道路

東名高速道路

新幹線新駅（誘致）

緑豊かな山並み

美しい海岸線

都市機能の集積

豊かな自然環境

リニア中央新幹線

神奈川の人口の推計

国際性豊かな
歴史や文化

〇 Fujisawa SST

（藤沢サスティナブルスマートタウン）

多彩な
自然環境

箱根・丹沢山など緑豊かな山並み
豊かに流れる相模川、酒匂川
湘南海岸をはじめとする美しい海岸線

３つの特区
３つの
特区

東京圏国家戦略特区(全域)(H26.5.1指定)
京浜臨海部ライフイノベーション国際
戦略総合特区) (H23.12.22指定)

さがみロボット産業特区(H25.2.15指定)

→ スーパーシティ構想の実現も目指す
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地域の特色を生かした魅力ある地域づくり

「コンパクト+ネットワーク」の都市づくり

リニア駅を中心とする地域のあるべき姿

地域の産業・自然環境・文化等を活用

交流と連携を支える
『ネットワーク型都市圏』の形成

持続可能な社会を支える
『環境と共生する都市圏』の形成

県央・湘南都市圏の都市づくり

２ 県央・湘南都市圏の都市づくり
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三大都市圏・中間駅・各地域拠点が有機的に連携

リニア中間駅を中心とする
地域づくりの基本的な方向



２ 県央・湘南都市圏の都市づくり

～ 交流と連携を支えるネットワーク型都市圏の形成 ～

南のゲート

地域拠点

地域拠点

地域拠点

地域拠点

地域拠点

広域連携拠点

川崎
業務核都市

横浜
業務核都市

広域連携拠点

町田・相模原
業務核都市 広域連携拠点

八王子・立川・多摩
業務核都市

厚木
業務核都市

リニア中央新幹線

広域連携拠点 県央・湘南都市圏

北のゲート

ＪＲ相模線
さがみ縦貫道路
（圏央道）

各地域拠点が
有機的に連携

4



２ 県央・湘南都市圏の都市づくり
～ 交流と連携を支えるネットワーク型都市圏の形成 ～

小田原駅

リニア中央新幹線

※ルートは想定を含む

新東名高速道路

(仮称)秦野ＳＡスマートＩＣ

(仮称)厚木ＰＡスマートＩＣ
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湘南台

小田急多摩線の延伸

ＪＲ相模線
輸送力増強

南北２つのゲートを中心とした都市圏内外の
交通ネットワークの充実・強化

広域拠点

高速横浜環状南線

相鉄いずみ野線の延伸

(仮称)綾瀬スマートＩＣ

新横浜駅

横浜駅

藤沢駅

鉄道ネットワーク

道路ネットワーク

横浜湘南道路

厚木秦野道路



２ 県央・湘南都市圏の都市づくり

～ 持続可能な社会を支える環境と共生する都市圏の形成 ～

複合市街地ゾーン

環境調和ゾーン

自然環境保全ゾーン
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県央・湘南地域

やまの辺エリアやまの辺エリア

やまなみエリア

なぎさエリア

相
模
川
エ
リ
ア

み
な
と
エ
リ
ア

環境共生モデル都市「ツインシティ」

©2018Google
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３ さがみロボット産業特区

きらりと光る
オンリーワン技術

全国トップレベルの
ロボット関連産業の集積

実証実験に適した
公的機関・施設など

県内の研究開発人口の
約５割が集中

１０年以上にわたる
県のロボット産業振興

平成27年３月
さがみ縦貫道路
全面開通

対象区域…相模原市・平塚市・藤沢市・茅ヶ崎市・厚木市・大和市・
伊勢原市・海老名市・座間市・綾瀬市・寒川町・愛川町

企業、大学や研究機関等の交流・対流を促進し、
イノベーションの創出につなげる取組み
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3 さがみロボット産業特区 ～ さがみロボット産業特区の特徴 ～

■実際の使用現場で利用者による実証

■ニーズ志向の開発

■低価格化など普及促進も

■実証案件の全国公募

■プレ実証の場も無償で提供

病院

介護施設

徹底した「出口戦略」

開かれた「場」の提供

「使い勝手」を向上
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３ さがみロボット産業特区 ～ 第１期の取組み ～

・ 切迫する自然災害への
対応

生活支援ロボットの実用化を通じた地域の安全・安心の実現

・ 少子高齢化の進行により
増加するニーズへの対応

○ 県民の「いのち」
を守る

介護 医療

高齢者に優しいまち

大地震 豪雨

生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
有
効
性

目 標

政策課題 解決策
○ 生活支援ロボットの
実用化の促進

解決策①
研究開発・実証実験等の
促進

解決策②
実証環境の充実に向けた
関連産業の集積促進

普及・啓発についても
独自の取組を展開



３ さがみロボット産業特区 ～ 第１期の取組み成果 ～

実 証 実 験 （186件）

ロボットの商品化（15件）

2013.11
さがみ縦貫道路

2017.4
ロボネコヤマト

自 動 運 転 歩行支援ロボット 火山対応ロボット

パワーアシストハンド
介護予防効果を追求した

PALRO
人の立ち入りが困難な災害
現場での情報収集ロボット
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県民の「いのち」を輝かせる
～人生100歳時代に向けて～

＜政策課題①＞ 少子高齢化の進行により増加するニーズへの対応

＜政策課題②＞ 切迫する自然災害への対応

＜取組方向＞

介護

医療

高齢者に
やさしい
まち

ｲﾝﾌﾗ・建設 交通・流通
農林水産

（鳥獣対策含む）

豪雨大地震

火山
犯罪・テロ
対 策

観光

県民の「いのち」を輝かせる
～人生100歳時代に向けて～
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人口減少と超高齢社会の到来を迎えての諸課題
（人手不足の深刻化等）への対応

オリパラ等の開催に向けた安心・安全の推進

実用化・普及の促進

＋

＋

＋
県民・産業界にとってのメリットの「見える化」

「見える化」の推進

３ さがみロボット産業特区 ～ 第２期の取組み ～
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3 さがみロボット産業特区
～ 県民にとってのメリットの「見える化」 ～

「ロボットと共生する社会」の実現に向け、
街なか（辻堂駅前）に、共生を体験できる
モデル空間「かながわロボタウン」を展開

かながわロボタウン 自動運転バス

セーリング・ワールドカップシリーズ
に合わせ、江の島で自動運転バス
（レベル３）の実証実験を実施
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3 さがみロボット産業特区
～ 産業界にとってのメリットの「見える化」 ～

特区の取組効果を地域経済の活性化につなげるため、中小企業等がロボッ
ト関連産業に関わる機会を提供するとともに、ロボットを活用した新たな
市場形成の可能性を示していくことにより、特区への参加を促進する。



４ まとめ
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■県央・湘南都市圏の環境と共生する都市づくり
■さがみロボット産業特区の取組み

神奈川県の取組み

「他の特徴ある中間駅などの地域との連携による相乗効果」

「地域の特徴を活かし、その魅力を磨き、維持すること」

スーパー・メガリージョンの形成を最大限活かすための都市づくりのあり方

■「特区制度など国の制度」

■「リニア中央新幹線・東海道新幹線新駅・
自動車専用道路網などの基幹的な交通ネットワーク」


